
                              

 

 

 

報道関係各位 

2024 年 7 月 26 日 

 

SUPER FORMULA NEXT50 

2024 年 第 1 回カーボンニュートラル開発テスト実施報告 
 

 

全日本スーパーフォーミュラ選手権(以下「SUPER FORMULA」)を開催する株式会社日本レースプ

ロモーション(本社：東京都千代田区、代表取締役社長：上野 禎久、以下「JRP」)は、7 月 23 日(火)に

今シーズン初となるカーボンニュートラル開発テスト（以下 CN 開発テスト）を、モビリティリゾート

もてぎ（栃木県茂木町）で行いました。 

  

 

 

JRP では 2022 年から「SUPER FORMULA NEXT50」プロジェクトを通じ、「カーボンニュートラ

ルへの対応」と「エンターテインメント性の向上」の２つをテーマに、メーカーの垣根を越えて CN 開

発テストを繰り返し実施ししています。 

2023 年に導入した現行マシン『SF23』、はカーボンニュートラルの対応として、原材料ならびに製

造過程での CO2 排出量を約 75%抑制した「Bcomp 社」のバイオコンポジット素材や、天然由来の配合

剤やリサイクル素材等、再生可能原料を活用した横浜ゴムの「カーボンニュートラル対応レーシングタ

イヤ」を採用しておりますが、今回はレインタイヤでの性能向上ならびに技術開発を目的に、ウエット

路面走行テストを実施いたしました。当日は真夏の炎天下でのテストとなりましたが、コースには散水

車により貯水が撒かれ、レインコースコンディションに整えた上で実施いたしました。 

 

開発テストには White Tiger SF23（通称「白寅」）と Red Tiger SF23（「赤寅」）が参加。昨年に引

き続き「白寅」の開発ドライバーは塚越広大選手、「赤寅」は高星明誠選手が開発ドライバーを担当。 

テスト開始時刻の９時 10 分になると早速「赤寅」の高星選手がコースインし、コースの状態を確認す

ると、続いて塚越選手もコースイン。順調にテストが始まりました。 

＜開発テスト車両 通称「赤寅」（高星明誠選手）＞ ＜開発テスト車両 通称「白寅」（塚越広大選手）＞ 



                              

 

 

 

 

 午前のテスト走行では今シーズン採用されているカーボンユートラル素材を使用したレインタイヤ

に 2 種類の違うコンパウンドを装着しての評価テスト、午後には昨年 11 月の同じくウエット路面テス

トで高評価のあったタイヤを使用し、夏の高温時に走行した場合の評価テストを行いました。 

  今回はもてぎのコースを全周使用して行われ、午前の 2 時間 30 分のセッションで「白寅」の塚越選

手が 42 周回、「赤寅」の高星選手が 32 周回、午後の 2 時間 10 分のセッションでは塚越選手が 37 周

回を走行。高星選手は 36 周回と順調に走行を重ね、ウエットコンパウンドの評価を行いました。 

 

JRP では CN 開発テストを通して得られた知見を活かし、今後もカーボンニュートラルとエンターテ

インメントの向上に向けた活動を継続してまいります。 

 

 

  



                              

 

 

開発ドライバー 塚越広大選手のコメント 

 

「昨年寒い時期(11 月)にここもてぎでテストを行い評価しましたが、今年 6 月の SUGO での大会で、

レインタイヤのウオームアップ（時の発熱）について、参戦ドライバーから様々な意見がありました。

(雨量やコースコンディションなど複合的な要素もありましたが)その中にはいくつかのタイヤ由来の

課題もありましたので、そのあたりをすべて把握した上で、テストに臨みました。この暑い状況の中で

何種類かのコンパウンドテストを行いましたが、実際に走行するとやはり収穫は多く、この状況下で良

い面、あまり良くない面がわかりました。もっと改善していかなければならない点もはっきりと分かり

ましたので、まだまだレインタイヤについては改良の余地がありますので、引き続きテストしていきた

いと思います」 

 

開発ドライバー 高星明誠大選手のコメント 

            

「今年の SUGO 大会時にレギュラードライバーのみなさんが懸念していたことに対しては、去年のテ

スト段階からある程度アジャストできていたタイヤもありましたし、今回のテストでも良いものもい

くつかありましたので、方向性は去年の段階から見えているので、そのあたりをもう少し突き詰めて

開発していければと考えています」 



                              

 

 

本件に関する報道関係者のお問い合せ先 
 

 

株式会社 日本レースプロモーション 

広報担当：上坂、上田 

〒101-0052 東京都千代田区神田小川町 3-28-5 axle 御茶ノ水 3F-304 

TEL. 03-5801-6470 FAX. 03-5801-6471 

E-mail. media@superformula.net  
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